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研究成果の概要：本研究課題は小学校プログラミング教育に着目するとともに，小学校

から中学校におけるプログラミング教育を継続的に捉え，教員養成・教員研修並びに教育

方法の両面から課題を明らかにし，授業実践結果に基づき教育効果を評価することを目的

とした。抽出した課題に基づき，学習指導計画の開発，授業実践結果の評価を行い，小学

校から中学校における体系的なプログラミング教育の在り方を提案した。 
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1.研究開始当初の背景 

我が国においては Society5.0 の実現に向け，

システム・情報技術分野の発展を最も急務と捉え

ており，そのための人材育成の取り組みを進めて

いるところである。初等中等教育においては，学

習指導要領改訂により，小学校ではプログラミン

グ教育が必修化され，中学校では技術・家庭科（技

術分野）における「D 情報の技術」の充実が求め

られるようになった。中学校では技術・家庭科(技

術分野)において，すでにプログラミング教育は

必修化されていたものの，小学校ではプログラミ

ング教育に関する基礎的知見の蓄積は認められ

ていない状況であった。鳴門教育大学は四国地区

および未来のリーダー教員養成の中核を担うも

のとして，これからの時代に必要な資質・能力と

位置付けられている情報活用能力を育成する小

学校プログラミング教育を実践できる指導力を

もった小学校教員養成課程及び中学校教員養成

課程(技術・家庭科(技術分野))の更なる充実を図

る必要がある。 
 

２．研究の目的 

本研究は，小学校におけるプログラミング教育

に着目するとともに，小学校から中学校における

プログラミング教育を継続的に捉え，教員養成・

教員研修並びに教育方法の両面から課題を明ら

かにし，授業実践結果に基づき教育効果を評価す

ることに特徴がある。本研究の成果は，学校にお

けるプログラミング教育をより効果的に実践で

きる小・中学校教員の養成や教員の増加に寄与で

きると期待される。 
 
３．研究の方法 

(1)小学校プログラミング教育に関する研究であ

る。具体的には学習指導要領に基づく，教育

方法，カリキュラムなどに関わる課題を抽出

する。そして，抽出された課題を解決するた

めの研究開発と教育評価を行う。 

(2)中学校プログラミング教育に関する研究であ

る。具体的には中学校学習指導要領技術・家

庭科（技術分野）及び小学校学習指導要領を

踏まえた教育方法，カリキュラムなどに関わ

る課題を抽出する。そして，抽出された課題

を解決するための研究開発と教育評価を行う。 

(3)小・中学校教員養成に関連する授業科目の検

討と提案である。具体的にはプログラミング

教育を効果的に実践できる小・中学校教員の

養成を図るために必要な授業科目の検討と提

案を行う。 

(4)本取組によって得られた成果は，情報基盤セ

ンター主催の講習会，教員研修(学内外)，社

会連携事業（教員免許更新講習等），学術論文，

学術講演会，インターネット等によって情報

発信する。 

 

４．成果 

(1)小学校プログラミング教育に関する研究 

小学校学習指導要領の内容を確認し，教育方法，

カリキュラムなどに関わる課題を抽出した。小学

校プログラミング教育に関する先行研究からは，

プログラミング的思考における論理的思考の側

面に焦点化されており，これからの問題発見・解

決につながる技術教育・情報教育からの視点が十

分に考慮されていなかった。さらに，小学校では

プログラミングを中心的に学習する教科が設置

されなかったため，論理的思考を育成する学習活

動も，「プログラミング教育」として実践が報告

されているケースが散見された。以上のことから，

小学校プログラミング教育に関する課題として，

プログラミングを取り入れた実践に必要な視点

の明確化が必要であることを示した。 

次に抽出した課題を踏まえて，小学校段階にお

けるプログラミングを取り入れた学習モデルを

検討した。上述したように，小学校ではプログラ

ミングを中心的に学ぶ教科は設置されていない。

しかし，既設の各教科には情報・情報技術に関連
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した単元がある。このような単元でプログラミン

グを取り入れた問題発見・解決学習に取り組むこ

とで，プログラミング教育で育成したい資質・能

力を育成することができる。このプログラミング

体験を通して学んだことを生かして，プログラミ

ングを使って，各教科の学びを深めることができ

る。以上のことから，図１に提案するプログラミ

ング的思考を育成する学習モデルとプログラミ

ング的思考を活用する学習モデルを示す。これら

の学習モデルを意識することによって，本時の授

業で取り上げる目標が明確になると考えられる。 

この学習モデルを踏まえ，学校教育の中でプロ

グラミングに触れる段階と考えられる小学校低

学年を対象とし，プログラミングを取り入れた学

習を通して，育成されるプログラミング的思考の

プロセスを検証した。ビジュアル型プログラミン

グ環境 Scratch を利用したプログラミング授業

実践の結果，プログラミングを体験することで，

「分解」，「抽象化」，「アルゴリズム」といったプ

ログラミング的思考の育成が図られることが示

された。このことから，小学校低学年におけるプ

ログラミング的思考を育成するために，プログラ

ミングを取り入れた学習活動に取り組むことの

必要性が示唆された。 

次に，プログラミング的思考を活用する学習モ

デルに着目し，プログラミングを通して，学んだ

ことを生かして各教科の学びを深める学習モデ

ルの検証として，家庭科におけるプログラミング

を取り入れた学習活動を計画し，教育効果を検証

した。具体的には，小学校で扱う消費者教育の学

習内容から「売買契約の基礎」を取り上げた。ビ

ジュアル型プログラミング環境 Scratch を利用

した試行的なプログラミング授業実践の結果，事

前に習得した知識を活用するプログラミングを

取り入れた学習活動を設定することにより，習得

した各教科の知識(売買契約の基礎に関する知

  

学びに向かう力・人間性等 

・問題発見・解決に向けて，コンピュータを活

用しようとする態度 

・創造性/創造性 

・試行錯誤 

・忍耐力 

知識・技能 

コンピュータの理解 

アルゴリズム 等 

思考力・判断力・表現力

等 

プログラミング的思考 

プログラミング体験を取り入れた学習モデル 

情報・情報技術と関連した単元の問題発見・解決学習 

 

学びに向かう力・人間性等 

・問題発見・解決に向けて，コンピュータを活

用しようとする態度 

・創造性/想像性 

・試行錯誤 

・忍耐力 

知識・技能 

教科固有の知識・スキル 

思考力・判断力・表現力

等 

各教科の見方・考え方 

身に付けたプログラミング的思考を活用する学習モデル 

各教科の問題発見・解決学習 

 

教科等の本質 

プログラミング的思考 

(学習済) 

図 1 プログラミング的思考を育成する学習モデルと，プログラミング的思考を活用する学習モデル 
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識)がプログラミングの学習過程で生きた知識と

して活性化されることで，深い学びにつながる可

能性が示唆された。 

今後の課題は 1 人 1 台 ICT 環境での教科教育，

情報教育を充実させるために必要なプログラミ

ングを取り入れた学習指導計画の構築，学習材の

開発である。中学校技術・家庭科(技術分野)の「D 

情報の技術」との接続も考慮しながら，継続的に

取り組む必要がある。 

 

(2)中学校プログラミング教育に関する研究 

中学校プログラミング教育の課題を抽出する

ために，小学校学習指導要領及び高等学校学習指

導要領「情報」の内容を調査した。その結果，体

系的な情報教育の実現に向け，小学校で実践され

るビジュアル型プログラミングと，高等学校で実

践されるテキスト型プログラミングとの接続を

考えることあることを課題として抽出した。中学

生がプログラミングの基礎を理解，簡単なプログ

ラムを作成できるテキスト型プログラミングに

よる題材開発を検討し，教育実践を行なった。具

体的には，JavaScriptを用いた双方向性のあるコ

ンテンツ制作に関する教育実践， LEGO 社

Mindstorms EV3と Python を用いた教育実践であ

る。 

まず，JavaScriptを用いた双方向性のあるコン

テンツ制作に関する学習指導計画を表 1 に示す。

具体的には，国土地理院のサーバから位置情報の

緯度と経度を取得するコンテンツを使い，1)位置

情報の取得，2)目的に応じたマーカの設置，3)テ

キスト・画像等の表示する地図を制作するプログ

ラミングに取り組んだ。学習の振り返りから，プ

ログラミングが正常に動作した時の達成感や，さ

らに発展させて，人の役に立つプログラムを勉強

表 1 JavaScript の授業計画 

時 学習活動 

1 1 情報通信ネットワークの構成 

2 2 情報を利用するための基本的な仕組

み 

3-10 3 双方向のデジタルコンテンツで生活の

問題を解決しよう 

① 双方向のデジタルコンテンツをプ

ログラミングしよう 

3時間 

② 双方向のデジタルコンテンツで生

活の問題を解決しよう 

5時間 

(1単位時間：50分間) 

表 2 EV3・Python 授業計画 

時 学習活動 

1 
・身の回りの計測・制御技術を知る。 

・ロボット教材の機能と仕組みを把握する。 

2 

・プログラミング言語の制作環境の使い方を知

る。 

・言葉をしゃべるプログラムを制作する。 

3 
・音楽をかなでるプログラムを制作する。 

・線を描くプログラムを制作する。 

4 
・絵を描くプログラムを制作する。 

・ロボットが移動するプログラムを制作する。 

5 

・モータの制御と繰り返し処理を含むプログラ

ムを制作する。 

・接触状態を計測するプログラムを制作する。 

6 

・接触状態によって条件判断するプログラムを

制作する。 

・接触を感じて移動するロボットの生活や社会

での課題解決への応用について考察する。 

7 

・光を感じて移動するロボットのプログラムを

制作する。 

・計測結果を制御に反映する例として線をたど

って移動するロボットのプログラムを制作

する。 

8 

・生活や社会での課題解決を行うロボットの構

想と必要な計測・制御システムを考察する。 

・学習のまとめを行う。 

(1単位時間：50分間) 
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したいといった回答が見られた。 

次に，LEGO 社 Mindstorms EV3 と Python を用

いた教育実践に関する学習指導計画を表 2 に示

す。具体的には，1)ロボット教材の機能と仕組み

の把握，2)話す・音楽を奏でる・線をかく・絵を

描く・移動する・接触状態・光の計測・制御，3)

生活や社会での課題解決を行うロボットの構想

と計測・制御システムの考案に取り組んだ。プロ

グラミングへの意欲が高い生徒が参加していた

ため，学習後の評価は大きな変化は認められなか

ったが，事前の高水準を維持するものであり，開

発した学習指導計画の有効性が示唆された。 

今後の課題は，高等学校の情報との接続を考慮

し，課題解決と計測・制御システムの構築を結び

つける学習指導計画の開発である。さらに，様々

な課題解決に対応できる計測・制御システムを構

築できるように指導者を支援するための資料・教

材の開発にも継続的に取り組む必要がある。 

 

(3) 小・中学校教員養成に関連する授業科目の検

討と提案 

授業科目への導入検討に向けて，小学校プログ

ラミング教育講習会を複数回実施し，その効果と

検証を行なった。学部生と大学院生を対象とした

調査の結果，講習会を通して，いずれもアルゴリ

ズム，コンピュータの理解，問題解決能力に関す

る意識に対する回答は高水準であるが，大学院生

の方が高水準であることが示された。また，定性

的評価としてテキストマイニングを行ったとこ

ろ，学部生では，これからの社会で必要とされて

いる教育に関連する語句(「社会」，「必要」，「論

理」等)，難しさに関する語句（「難しい」），資質・

能力に関する語句（「協調性」，「コミュニケーシ

ョン」等）が見られた。一方，院生では，授業実

践に関する語句(「活動」，「教師」，「活用」，「教

科」等)が見られた。これらの分析結果から，基本

的な授業設計がイメージできていない学部生に

対してはプログラミングを体験するだけではな

く，情報技術の活用と授業設計が連動しているこ

とを意識できるように，指導案作成や模擬授業を

取り入れる必要性が示された。 

具体的な教員養成課程での授業導入に向けて

は，「基礎情報教育」，「教育工学」等の担当教員と

協議を行い，より充実した内容になるよう実施方

法を検討しているところである。 

 

(4)研究成果の情報発信について 

I)著書 
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頁 
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